
　

私
た
ち
日
本
人
は
、
日
常
生
活
の
中
で
和

食
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
て
考
え
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
和
食
は
外

国
人
か
ら
見
れ
ば
と
て
も
魅
力
的
な
文
化
と

捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
食
は
平
成
25
年

に
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
私
た
ち
日
本
人
が
、

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
和
食
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
対
処
す
べ
き
か
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
和

食
文
化
の
保
護
・
継
承
を
念
頭
に
置
い
た
登

録
で
し
た
。
こ
の
登
録
や
近
年
の
健
康
志
向

に
伴
っ
て
、
海
外
の
料
理
人
か
ら
注
目
さ
れ

た
り
、
世
界
中
で
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
が
急

増
し
た
り
す
る
な
ど
、
和
食
は
世
界
的
に
人

気
を
集
め
る
料
理
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
へ
訪
れ
る
目
的
を
「
食
」
と

す
る
観
光
客
は
、
依
然
と
し
て
多
い
と
こ
ろ

で
す
。
和
食
が
外
国
人
に
評
価
さ
れ
る
背
景

に
は
、「
長
寿
国
の
要
因
の
一
つ
で
あ
る
健
康

的
な
料
理
」「
肉
・
魚
・
野
菜
な
ど
食
材
の
バ

ラ
ン
ス
」「
安
全
・
安
心
な
品
質
」
な
ど
と
い
っ

た
理
由
が
あ
り
ま
す
。

　

古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
和
食
で
す

が
、
そ
の
中
に
は
外
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た

食
文
化
を
取
り
込
ん
で
、
発
展
し
た
料
理
も

数
多
く
あ
り
ま
す
。
柔
軟
に
発
展
し
て
き
た

歴
史
も
含
め
て
、
日
本
が
誇
る
和
食
の
文
化

が
世
界
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

の
魅
力
を

和
食

発
見

世
界
が
注
目
す
る和

食
の
魅
力

　　「和食 ; 日本人の伝統的な食文化」がユネス「和食 ; 日本人の伝統的な食文化」がユネス

コ無形文化遺産に登録されてから、12 月４日でコ無形文化遺産に登録されてから、12 月４日で

10 周年を迎えます。そこで今号では、日本の伝10 周年を迎えます。そこで今号では、日本の伝

統的な食文化である「和食」について改めて考統的な食文化である「和食」について改めて考

えます。えます。　   　　   　問  市農政課 　0994-31-1117市農政課 　0994-31-1117

和食及び和食文化に対するイメージは？１

和食について

再再

　

和
食
が
海
外
で
高
い
人
気
を
誇
る
一
方
で
、

私
た
ち
の
食
卓
か
ら
は
、
和
食
が
ど
ん
ど
ん

減
っ
て
き
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

背
景
に
は
、
急
速
な
経
済
発
展
と
食
の
洋
食

化
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
電
子
レ
ン
ジ
な
ど
の
電
化
製
品

の
普
及
や
、
冷
凍
・
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
な

ど
の
充
実
は
、
家
庭
内
で
の
調
理
の
時
間
や

機
会
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
。
ま
た
、
フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ド
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
普
及
な
ど

に
よ
っ
て
、
旬
な
食
材
に
と
ら
わ
れ
ず
い
つ

で
も
好
き
な
も
の
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
食
の
選
択
肢
が
増
え

て
い
く
中
で
、
食
生
活
は
豊
か
に
な
り
ま
し

た
が
、
一
方
で
和
食
は
手
間
の
か
か
る
食
事

と
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
ま

た
、
世
帯
人
数
の
減
少
に
よ
る
個
食
化
や
欠

食
、
行
事
食
を
食
べ
る
機
会
の
減
少
な
ど
、

和
食
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
和
食
文
化
を
保
護
し
な
け
れ
ば
、

日
本
の
伝
統
的
な
食
文
化
が
失
わ
れ
て
し
ま

う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
認
め

ら
れ
た
こ
と
で
、
世
界
的
に
価
値
の
あ
る
日

本
の
食
文
化
を
今
後
も
伝
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
に
な
り
ま
す
。
和
食
の
特
徴
で
あ
る
栄

養
バ
ラ
ン
ス
や
、
地
域
ご
と
の
旬
の
食
材
、

ま
た
、
季
節
の
行
事
食
な
ど
を
再
認
識
し
、

和
食
の
文
化
を
今
後
も
伝
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

日
本
人
が
食
べ
な
い

和
食
の
危
機

令和 4 年度国民の食生活における和食文化の実態調査

健康に良い　　　　　　　　　　　　　　　　65.5％

栄養バランスが良い　　　　　　　　　　 63.9％

季節を感じられる　　　　　　　　　　　　54.1％

旬のものがおいしく食べられる　　　 53.7％

カロリーが低い　　　　　　　　　　　　　　44.3％

料理が難しい　　　　　　　　　　　　　　　22.6％

準備や片付けに手間がかかる　　　　 17.1％

塩分が高い　　　　　　　　　　　　　　　　14.0％

価格が高い　　　　　　　　 　　　　　　　　12.4％

古いイメージがある　　　　　　　　　　　　9.7％

（複数回答）

外国人に紹介したい和食は？２
寿司　　　　　　　　　　71.7％

みそ汁 / 豚汁　　　  55.9％

だし　　　　　　　　　　 49.5％

天ぷら　　　            46.4％

ご飯 / おにぎり　　　45.2％

和菓子                 42.0%

煮物　　　　　　　　　　40.9％

刺身　　　　　　　　　　39.9％

みそなど発酵食品　37.2％

すき焼き　　　　　　　35.1％

おせち料理　　　　　33.8％

日本酒　　　  　　　　33.2％

豆腐料理　　　　　　 32.7％

鍋料理　            　 31.6％

漬物　　　　　　　　　 30.6％

懐石料理             30.2%

うどん　　　　　　　　 27.9％

田舎の伝統料理　　21.2％

その他　　　　　　　　　1.9％

（複数回答）

生まれ育った地域の郷土料理を知っていますか？３

 52.5％  47.5％

知っている 知らない

郷土料理の作り方を受け継いだこと

 20.7％  79.3％

ある ない

平成 25 年

5.5 18.7
約

万店

約

万店

海外にある日本食レストランの数 ※ 1外国人が訪日前に期待していたこと

　1 位　　「日本食を食べること」　37.1％

　 ２位　　「自然 ・ 景勝地観光」　　　     9.1％

　 ３位　　「ショッピング」　　　　　　　     8.3％

※ 2

※ 1　外務省調べに基づき、 農林水産省に

　　　　おいて作成

※ 2　観光庁 「訪日外国人消費動向調査」

　　 　（2023 年 1-3 月期）

　　の魅力を和食 発見再再

「食事は１日３回決まった時間に食べる」　　70.5％

「１日１食は２人以上で楽しく食べている」　 71.1％

「外食をよくする」　　　　　　　　　　　　　　　　17.7％

市民に聞く食生活アンケート ※ 3和食は手間がかかる？ 「五色 ・ 五味 ・ 五法」

五色＝白、 黒、 黄、 赤、 青 （緑） の 5 つの食材の色

五味＝甘い、 塩辛い、 酸っぱい、 苦い、 辛いの５つの味覚

五法＝焼く、 煮る、 揚げる、 蒸す、 生の５つの調理法

※ 3　第３次鹿屋市健康づくり計画策定にかかるアンケート調査結果

令和 5 年
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